
つるがしま里山サポートクラブ 活動報告書（令和５年度）2023 

活動日時   
月 日 曜日 開始 終了 場 所 会員参加数 

12 26 火 9：１５ １２：００ 埼玉県庁 ４名 

活動名称 都市緑化機構 国土交通大臣賞報告会 報告者：小澤邦彦 

１， 活動目的 

 公益財団法人都市緑化機構の第 43回 緑の都市賞 緑の市民協働部門で、国土交通大臣賞

をいただきました。「市民の森の維持・保全と市民の自然体験活動」が評価されました。 

 この受賞を、長峰県議のご尽力で埼玉県知事へ報告会として設定していただきました。県

知事へは、受賞の報告と合わせ、里山の活動状況を報告すると同時に、活動の場である市民

の森が相続等で解約されてしまう対策について、県としての支援をお願いする。 

２、活動内容ほか  

   参加者は、里山クラブとして、小澤、小沼、牛島、長峰県議、内野市議、村上市議(会員)、

都市計の小久保課長の 7名の参加でした 

9時 45分かから、大野知事に以下の報告をしました。 

① 私たちの活動が市民の森で 20年を超える森の維持・保全及び自然体験活動が評価されたこ

と、 

② 佳子さまへの里山活動の説明で,「長年の取り組みご苦労様でした。これからの活動を頑張

ってください、会員の皆様にもよろしく」とのお言葉をいただいたこと。 

③ 私たちが活動の場としている市民の森が、20年も経つと相続等で契約解除が発生し始めた

中で、このままの状態では、20年～30年後には亡くなってしまう恐れがあること。 

④ 市民の森での子ども達の自然体験により皆元気になっていく。特に、障がい児と言われる

子ども達が大きく変化していくこと等、自然の持つ力についての体験を報告しました。 

知事からは、緑の大切さは、これまで、県の政策として取り組んで来ており、基金や財団な

どを設立して対応してきている。報告のあった市民の森に関しては、今後、新たな課題として

検討していく事柄であるとの回答をいただきました。その後、記念写真を撮り、退出いたしま

した。 

次いで、副知事への報告で、知事への報告と同様な説明をし、令和 6年度から市町村の住民

一人あたり 3千円の森林環境税の運用や県としての一人あたり千円、国税として一人千円の環

境税を徴収しており、これらを財源としている森林環境贈与税の活用などによって対応する必

要があると考えられるとの回答を得ました。 

又、県議会議長への報告では、長峰県議のお父さんや山口泰明国会議員の長期的なまちづく

りの視点で取り組まれた農大移転、跡地利用により、太田ヶ谷の森が残るなど先を見据えた議

員がいたことに感謝していることを話しました。 

子ども達の発育環境にとって、森は公園では得られない多様な生態系を持つ宝のような空間 

である自然の森、これを失いたくないとの話をいたしました。 

森林環境税などの活用などについて、調べてみるとの長峰議員の発言がありました。 

３，評価：  

   今回の大臣表彰を広く宣伝していただいた長峰議員に感謝すると共に、広報の大切さを感じ

ました。また、市民の森に関しては、大谷川の改修計画に端を発し、自然型水路の整備の要望

を下水道組合に要請しているところです。しかし、市民の森は借地で、いつまで市民の森とし

て継続できるか不確定である事から市として対応出来そうもないとのこと。そうした意見に対



しては、学校に近い水と緑の藤金市民の森を担保する方法として、保全制度の適用、市民の森

の買い取りなどが考えられるが、これには地主さんの協力は当然として、市の制度指定などが

必要となる事から、市民や行政、企業の支援を得ながら、市民の森の保全活動に取り組む事が

必要と考えられます。 

４．課題：  

市民の森の保全方針としては、地主さんの契約継続が基本ですが相続による解約等が想定さ

れる場合は、買い取りなどの基金の積み立てが不可欠と考えられる。 

このため,長期的政策として早期に「みどり法人」などの設立により対応策を講じておく 

必要がある。この「みどり法人」には,森林環境贈与税等の組み入れ、市民の寄附、企業の 

寄附などにより,積み立てていくことが必要と考えています。 

例えば、鶴ヶ島市の森林環境に関する税は、納税義務者 34531人で、国、県、市を合わせて 

5千円／人・年ということがわかり、鶴ヶ島市では、合わせて 1.73億円/年の森林関係の税金 

を負担していることとなります。これらの資金の活用については、しっかりと使用の用途を 

確認していくことが必要であると思います。 

このためには議会や、市の協力が不可欠であるが、前提として市民の理解と協力が大前提 

となります。市民の森の自然体験者への協力支援など、市民の森の背景や条件を理解してもら 

う事が大切です。イベント等に参加者するほとんどの市民は「市民の森」は市の所有地との 

理解です。借地である事を広めていくことが必要です。会員の皆様の協力が不可欠です。宜し 

くお願いします。 

＜里山参加会員＞小澤邦、小沼、牛島 

（議 員）長峰県議、内野議員、村上議員。 （市都市計）小久保課長 

＜記念写真＞ 
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          副知事                  県会議長    


